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2月の行事予定

3日 6協理事会 27日 正副会

10日 応急救護訓練

20日 地下水管理等協議会

1月組合の異動

1月1日組合員総数259社

1月末日組合員総数259社

サバ情報 過去最高値を大幅更新 単価高で

輸出量４割減 ノルウェー２５年 1月19日水経新聞

３月末日でタイムズを解約され

る方は２月１２日までに事務局

までご連絡おねがいします。

（次ページ左欄上に続きます）

ノルウェー統計局によると、２０２５年の冷凍サ

バ一キロ当たりの年間輸出平均単価は、前年同期

比５０・９％高の３９・１ＮＯＫ（ノルウェーク

ローネ）と２４年に付けた過去最高値を大幅に更

新した。依然としてアジアのサバ不漁が継続した

ほか、かねての減枠と来シーズンのタイセイヨウ

サバ枠が近年最低水準に勧告されたことも相まっ

て需給がさらに逼（ひっ）迫し、相場を異次元の

水準まで引き上げた。年間輸出量は、主力６００

グラム未満のサイズが３６・８％減の１８万７４

９トン、６００グラム以上が１０・８％減の１万

２６７１トン。合計は３５・６％減の１９万３４

２０トンと、６００グラムを指標に集計を開始し

た１９年以来で最低となった。輸出先のトップは

韓国で、２４・６％減の３万２４９５トンだった。

次点は、日本向けの加工などを多く手掛けるベト

ナムで１４・１％減の３万１０９８トン。２４年

に首位だった日本については、４８・８％減の２

万７０１４トンにとどまり、全体３位に陥落した。

４位以下についても軒並み平均単価は４割を超え

る高騰をみせ、全体的に買い控える動きが広がっ

ているとみられる。

ようやく上昇一服か 価格の上昇は新物の出回り

始めた昨年８月ごろからさらに加速している。２

５年物は例年以上に６００グラム未満にニーズが

集中して全体金額を押し上げており、最新１２月

の両サイズの平均単価は、８０・７％高の５０・

９ＮＯＫ。単価は依然として過去最高水準にある

ものの、１１月の５０・４ＮＯＫとほぼ変化がな

く、ようやく上昇基調が一服してきた。

東京・豊洲市場における２０２５年１２月の冷凍

大バチ（４０キロ上）上場本数は１万２１３本で、

前年同月比で２４％減へと激減した。多くの水産

商材が高値圏にあり、物価高に伴う購買意欲の減

退感が漂う中、コスト転嫁が遅れたマグロは年末

商戦で高い支持を得ると期待されていた。実際に

月前半は勢いがあったものの、原魚不足が響き

「後半に失速した感がある」（卸担当者）という。

（グラフ参照）マグロ類の年末販売は値頃感のあ

る価格帯では好調だったものの、「最後のひと伸

びがなかった」といった反応が聞かれた。赤身商

材の冷凍メバチやキハダは、直近３～４か月で相

場が跳ね上がり、量販店で定番となった地中海沿

岸国産の養殖冷凍クロマグロも、搬入が始まった

２５年生産分の価格が上昇している。年末販売は

どのタイミングで、どの程度の価格転嫁をするか

により商戦が変わった様子だ。

年明け一段警戒 ただし、関係者はむしろ年明け

からの売場を気にする。冷バチは４月以降に運搬

船やコンテナが入港する見込みだが、関係者はそ

こまでの在庫が厳しいと見通す。養殖冷凍クロマ

グロも２５年生産分の「高い新物に切り替わって

からが課題」と口を揃える。冷バチ西経・太平洋

銘柄の公表値キロ当たり中値は１２７１円（前年

同月比２１％高）へと上昇した。１３００円台に

突入すれば、２２年１２月の１３０３円以来とな

る。なお、２５年通期の冷凍大バチ（４０キロ

上）の上場本数は１２万３６３７本で、２４通期

年から１２％（１万７６２８本）も減少している。

（右欄上に続きます）

マグロ情報 豊洲１２月 年末商戦は現魚不足で

月後半に失速 1月19日水経新聞
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（右欄上に続きます） （次ページ左欄上に続きます）

国産生鮮クロ潤沢 生鮮は国産クロマグロが潤沢

だった。天然物は２３０８本（３６％増）で、釣

り物が主体の青森県産で急増している。キロ当た

りセリ値（発表値の平均）は、まき網物以外の大

型（１００キロ以上）が５１７３円（２３％安）

で、ほかのサイズも前年同月を２～３割程度下

回った。輸入物は７１本で、前年同月の７割減。

メバチが５４本で前年の５５本と同程度を維持し

たものの、クロマグロは天然のカナダ産が８本、

養殖のメキシコ産が９本のみにとどまった。円安

や輸送コストの増加に加えて、潤沢な国内物との

競合を回避したことなどが影響したとみられる。

〈流通・小売〉低下する”キワ”の爆発力

通年商材でのカバー大事に 1月13日水経新聞

魚食習慣の希薄化などがあって、日々の魚介類への支出

が落ちているのがデータからもみて取れる。中でも大き

なのが“キワ”の爆発力が下がってきていることだ。２４

年は３０日、３１日は平均で一日平均の４～５倍の９０

０円台は売れたものの、１０００円に届かなかった。一

日１５００円近く売れた２０年前と大きく水をあけられ

た。年々、年末商戦の盛り上がりはなくなってきたとは

いえ、コロナ禍直前の１９年でも一日１１００～１２０

０円は売れていた。それが現状では１０００円未満での

低空飛行。２５年１２月の日別実績が出るのは２月上旬

となるが、店頭に並べられる商材が限られていたことも

あり、感触的には３０、３１日の売り上げは２４年と同

等か、それを下回る数字となりそうだ。要因となってい

るのは魚食習慣の衰えに加え、年末商材の異常なまでの

高騰。年越しまで持ち越した途端に売れ行きが鈍り、ボ

リュームによっては損切り処理を迫られるような性格の

商材が多くある中で、以前では考えられない高値圏推移

にリスク回避で発注を遅らせたり、注文数を絞ったりす

る動きが今回の年末商戦はより顕著に生じた。消費者が

価格面から年末に食べたい商材の選択肢から外してきて

いることも大きい。今年は相場急騰が話題となったイク

ラ醤油漬にその傾向が顕著だった。２６年以降も暮れの

最後の２日間での巻き返しに期待し過ぎるのは禁物とい

える。冷蔵庫筋の事情に詳しい関係者が、「年末の肉類

の出庫が活発だった」と紹介するように、年末シーズン

であっても通年売れる商材に支出が回っていることがう

かがえる。同様に水産物も「通年商材をしっかりと商う

こと」（市場卸）が売り上げの確保に必須の視点として

求められてきそうだ。

２０２５年から２６年にかけての年末商戦が終了

した。市場筋の話を総合すると、全国の幅広い地

域で雨・雪模様のクリスマスだったことなどがマ

イナス影響として尾を引いたが、専門店中心に３

０、３１日の“キワ”の土壇場で、ある程度は巻き

返しなったようだ。ただ、総務省の家計調査で１

２月の日別支出を過去５年ごとに比較すると、魚

介類の年末用商材の商戦規模はじわじわと縮小し

ているのが分かる。３０、３１日の売れ行きも以

前と比べて爆発力を欠いており、今後は通年商材

の扱いがますます大事になっていきそうだ。新型

コロナウイルス禍の影響がようやく消えた２４年

１２月の魚介類への支出金額は月間９９９３円で

２０年前の０４年（１万３２１０円）と比べて４

分の３に落ち込んだ。 （左から2004、2009、2014、2019、2024年）
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台湾大バチ１１００円に上昇 インド洋一船買

原料不足で強含み推移 1月19日みなと新聞

（右欄上に続きます） （次ページ左欄上に続きます）

冷凍メバチ相場の指標となるインド洋台湾船一船買い相

場は１月中旬現在、１本４０キロ上の大バチはキロ１１

００円で推移する。大バチ相場は２０２５年１２月末時

点で同月上旬から５０円高の１０５０円を記録。今月に

入りさらに上方修正した。原料の不足感で船側が主導権

を握る。大バチ相場は１月上旬の時点で船側との価格交

渉が難航していた。日本の買い付け業者は価格提案を１

０６０、１０７０円と段階的に上げたが「船主側が応じ

ずペンディングとなっていた」と東京・豊洲卸。１１０

０円での買い付けに応じる業者が出たもようだ。相場は

上げ基調だが、円安が響きコスト上昇を賄えない。メバ

チ、キハダの赤身商材は昨年秋ごろから原料が不足し、

相場は上昇傾向にある。台湾船の減船影響が出てきた。

大バチ以外も昨年１２月までに価格を修正し、各サイズ

５０円上昇した。２５キロ上は８５０円、１５キロ上は

７５０円、１０キロ上は６５０円で推移する。年末商戦

の１２月は高値を背景に、量販店も例年ほどは扱えな

かった。豊洲卸によると、脂物は地中海の価格上昇を嫌

う向きがあり、生マグロの国産養殖に需要がシフトした

という。春にかけては地中海養殖物の搬入が増える。運

搬船は２月に２隻入るが「積み荷は多くない」と豊洲卸。

赤身商材は供給減が続き、相場が下がる局面ではない。

「月内もまだ上げの気配はある」とする。インド洋台湾

船一船買い相場のうち、キハダは１月中旬時点で２５キ

ロ上が９００円、１５キロ上が７５０円、１０キロ上が

６５０円で推移する。２５年１２月末までに各サイズと

も５０円アップし、２５キロ上は今月さらに５０円上昇

した。キハダはメバチ以上に原料不足が指摘される。

【養殖】産地市況 鹿児島産 養殖ブリ

１５００円で変化なし 1月22日みなと新聞

鹿児島県内養殖ブリ主要産地の中心浜値は１月上

旬、前年同月比５５０円高のキロ１５００円（中

心サイズ３・５キロ）と、前月から変化なし。成

長不足が続いていた中心サイズはようやく４キロ

に達したもよう。年末年始の国内向け販売は高値

感から例年より動きが鈍かったものの

「輸出の選択肢もあり、大きく値を下げてまで国

内販売に頼る意味はない」と考える産地関係者は

少なくない。来季物については「種苗投入量は今

季より多いが、販売尾数が増えるかは不明。近年

は海洋環境が不安定で先が見通せない。今季と同

様、販売可能な総量は想定より減る可能性が高

い」と話す。

養殖マダイ 愛媛産 大型が品薄 愛媛県産養殖マダイ

の１月中旬の産地相場は、前月とほぼ変わっていない。

大サイズがキロ９５０円、中心サイズは９３０円。９

００円台の相場は２０２２年９月から４１カ月連続で

高値安定が続いている。昨年は夏場の高水温や赤潮対

策による餌止めなどでマダイの成長が遅れ大サイズが

品薄状態になった。秋以降に大サイズの品薄は解消に

向かうと思われていたが、現在も品薄が続いている。

一方、養殖マダイの２５年１１月の韓国向け輸出量は

前年同月比４・５％増の３１６トン。金額は１０・

３％増の３億３９１５万円。平均単価は５７円高の１

０７３円。１～１１月累計は数量が前年同期比１３・

６％増の５５０７トン、過去１０年の輸出実績でトッ

プだった２２年（５３３１トン）の実績を上回った。

金額は１４・３％増の５５億７３２２万円。

養殖カンパチ鹿児島産 １７５０円で保合い 鹿児島

県の養殖カンパチの基準浜値は１月上旬、キロ１７５

０円（４キロ）と前月から変化なし。前年同月比１５

０円高の高値傾向が長期にわたり継続している。県内

では活魚限定で、同サイズを１８００円で販売する主

要産地もある。中心サイズは４キロ近くに達した。年

末年始の販売については「例年より鈍いが在池量を考

慮すれば計画通り。売れすぎると夏季近くまで量がも

たない」（産地筋）と話す。浜値については「大きく

値が下がることはないだろう。カンパチは浜値への理

解がなければ継続養殖できない魚だ」と話す。

【養殖】豊洲市場 養殖ブリ高値張り付き

養殖マダイは安定相場 1月22日みなと新聞

東京・豊洲市場では１月、養殖カンパチと養殖ブ

リ（ハマチ）が活締めでキロ２５００円前後の高

相場となっている。昨年１２月から大きな変動は

なく、高値張り付き。
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（右欄上に続きます） （次ページ左欄上に続きます）

在池量不足、引き合いの弱まりで、入荷量は減少

傾向となっているが、「単価が高い分、取扱金額

としての実績はそれなりに上がっている」と卸。

鹿児島、大分、徳島など多方面から集荷した。野

締めの相場については、特に養ブリの上がり幅が

大きく、「昨年１月にキロ１０００円ほどであっ

た相場が２０００円近くとなっている」と言い、

１尾当たりのサイズについては、「鹿児島産で

５・３～５・４キロ。昨年終わりごろと比べて大

型化してきている」と話した。一方、養マダイの

１月の相場は、活締めがキロ１２５０円、野締め

が１０５０～１０００円ほどでいずれも昨年１月

並み。愛媛や三重からの入荷となった。安定入荷、

安定相場が長らく続いており、年末年始の売れ行

きについては「淡々と売れたという印象。値崩れ

もなかった」と卸。

養ハマチ（活魚）は保合いのキロ１９５０円で推

移。平均サイズは、１尾４キロ前後で、主な産地

は香川と徳島など。主に飲食店向けで、現在の荷

動きはブリ同様鈍い。今後の相場は保合いか弱含

みと見通す。養カンパチ（活魚）は保合いのキロ

２５００～２１００円。産地は鹿児島、高知。平

均サイズは、１尾３・２～３・５キロ。現在の高

値安定相場で、売れ行きは例年同様鈍い。今後の

相場を保合いと見通す。養マダイ（活魚）の中心

卸値は保合いのキロ１３５０～１０５０円。平均

サイズは１尾１・５キロで、主産地が愛媛、高知、

熊本、和歌山など。現在の引き合いは例年同様弱

い。今後の相場は強含み。

大阪本場年末商戦 養殖ブリ上振れ養殖カンパチ

はスーパー引き合い ２０２５年の年末商戦にお

ける大阪本場のブリ、ハマチ、カンパチ、マダイの荷

動きは魚種によって明暗が分かれた。主力のブリは前

年を下回ったものの、当初予想を上回ったもよう。天

然物の入荷がなかったようで、「フィレーとラウンド

ともに想定を上振れした」と卸担当者。カンパチとハ

マチは前年並みで、カンパチは高値相場で、業務筋の

引き合いは弱かったものの、色変わりが遅いこともあ

りスーパーの引き合いは強かったようだ。マダイは前

年を下回った。焼きタイ（尾頭付きの姿焼き）に使わ

れる１尾０・８～１キロサイズの荷動きが鈍かったと

いう。１月上旬の養ブリ（産地締め）のキロ当たりの

中心相場は１８００円で、前月上旬に比べ保合い。主

な産地は香川、大分、鹿児島、愛媛など。平均サイズ

は１尾４～５キロ。１月５日以降の動きは例年同様鈍

い。昨年１２月から大きな変動はなく、高値張り付き。

今後の相場は保合いか弱含みと見通す。

流通３団体１２月販売実績 水産は前年比

０.５％減 高気温で鍋関連商材不調 1月23日水経新聞

食品スーパー（ＳＭ）が主体の流通３団体が２１

日に発表した「スーパーマーケット販売統計調

査」２０２５年１２月実績によると、総売上高は

既存店前年同月比１００・７％の１兆２８８８億

２６９２万円となり、３４か月連続で前年同月を

上回った。水産部門は１２１３億５４０８万円

（９９・５％）で、６か月ぶりに前年を下回った。

年末は刺身盛り合わせやマグロ・サーモンなど生

食商材が強く、切身類も堅調だった一方、ブリや

秋サケは入荷不足が影響し伸び悩んだ。カニやカ

キ、魚卵（イクラ・筋子・カズノコ）は高値が続

き不調。気温が高めに推移したことでタラやねり

物など鍋関連商材の動きが鈍かったほか、おせち

関連は前年に届かなかった店舗が多かった。チリ

メンなど珍味類は軟調だった。食品合計は１兆１

８１１億４４２５万円（１０１・０％）、生鮮３

部門合計は４４３８億６６０１万円（９９・

８％）。相場安と需要減が重なり葉物野菜が不調

だった青果は１７００億８７３万円（９８・

３％）、手頃な価格帯の商品が好調だった畜産は

１５２５億３２０万円（１０１・７％）、弁当類

の動きがよかった惣菜は１４０８億７００５万円

（１０２・０％）だった。
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（１０２・０％）だった。

（右欄上に続きます） （次ページ左欄上に続きます）

２５年は２．８％増 同日発表された２５年年間

実績によると、総売上高は１３兆１４９１億３２

０１万円（既存店前年比１０２・８％）、食品合

計は１２兆１９２億６４９５万円（１０３・

１％）、生鮮３部門合計は４兆３７９１億４１３

９万円（１０１・７％）。うち水産は１兆７８３

億３５７４万円（１００・１％）と横ばいで、非

食品以外はすべての部門で前年超えとなった。

年末商戦 量販店、節約志向に苦戦

３０、３１日挽回で前年並み 1月23日みなと新聞

量販店の業界団体によると、２０２５年の年末商

戦は物価高が色濃く反映された。平常期は節約志

向が強く消費は鈍化。年末まで厳しい状況が続き、

３０、３１日の販売で１２月売り上げの前年同月

並みを確保した。非食品が落ち込むなど、消費者

は限られた生活費を最大限食費に回す商戦となっ

た。水産品は原料高や入荷減で売り場づくりに苦

戦した。全国スーパーマーケット協会、日本スー

パーマーケット協会、オール日本スーパーマー

ケット協会（ＡＪＳ）の食品スーパー３団体によ

ると、１２月は全体的に暖かい日が多く、前半は

鍋関係が売りづらかった。小春日和と寒波が繰り

返され、需要予測に苦労した。平日のクリスマス

と年末になり、曜日回りもマイナス要因となった。

商品値上げで客単価は維持したが、買い上げ点数

は減少した。３団体のうち、ＡＪＳは「２９日ま

では前年割れの状況で、３０、３１日で盛り返し

たという会員からのコメントが多かった」と総括。

クリスマスケーキやおせち、ギフトの予約販売は

「かなり不調」とした。ＡＪＳはドラッグストア

（ＤｇＳ）を傘下に持つ企業でも非食品が苦戦し

たことから、消費者は生活費を食費に回す傾向が

顕著だったと分析した。 ３団体は年末商戦のう

ち、水産品は刺身盛り合わせやマグロ・サーモン

など生食商材は強く、切り身類も堅調だったとし

た。ブリや秋サケは入荷不足で伸び悩んだ。冷凍品、

カニやカキ、イクラは高値で動きが悪く、おせち関連

は前年に届かなかった店が多かった。

惣菜は歳末にかけて寿司、オードブル、天ぷら、

おせち関連が堅調。大型寿司の動きが良い店も多

いとした。日本チェーンストア協会は２２日の会

見で、年末商戦は「食品全般で年内は悪くなかっ

た」と総括した。おせちは予約分は堅調だったが、

関連商材の店頭販売は低調。物価高もあり、高額

品は敬遠されたという。買い上げ点数は減少した。

水産品に限ると原料事情が不安定で、同協会は

「年末に売る魚がなかった」と指摘。「売り場づ

くりが難しい状況だった」と説明する。冷凍カニ

は前年より控えめの販売計画を立て、仕入れを抑

える企業もあった。サーモン類はチリギンを筆頭

に健闘したが、イクラはかなり悪かった。

スーパー水産既存店前年並み 刺身は好不調

分かれる ２５年１２月売上高 1月23日みなと新聞

量販店の業界団体は２０２５年１２月の売上高

（速報値、税抜き）を２２日までに発表した。既

存店ベースの水産品売上高は、主に総合スーパー

（ＧＭＳ）でつくる日本チェーンストア協会は前

年同月並み、食品スーパー（ＳＭ）３団体は微減

だった。一部魚種の入荷不安定や相場高で思うよ

うな販売が展開できず、刺身類は好不調が分かれ

た。日本チェーンストア協会が発表した販売統計

によると、１２月の水産品売上高は、全店ベース

前年同月比３・５％減で、販売金額は８２１億９

８３４万円だった。イカやサンマ、アジ、タラ、

カキ、サーモン、塩サケ、冷凍エビ、ウナギ、冷

凍魚などはまずまずの動きだった。刺身盛り合わ

せやマグロ、カツオ、タコ、イワシ、ブリ、サバ、

ホタテ、アサリ、塩サバ、冷凍カニ、漬け魚、カ

ズノコ、イクラ、シラスなどは鈍かった。惣菜の

同月売上高は、既存店ベースが１％増、全店ベー

スは１０・７％減だった。販売金額は１０５８億

７２０３万円。温惣菜は天ぷら、揚げ物、焼き鳥、

焼き魚、フライドチキン、中華、ピザなどはまず

まずの動きで、オードブルなどは鈍かった。要冷

惣菜は和・洋惣菜の動きは鈍かった。米飯、寿司

はまずまずだった。
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は前年に届かなかった店が多かった。

（右欄上に続きます） （完）

はまずまずだった。

同会の１２月末時点の企業数は４６社、対象店舗

数は９４７９店だった。ＳＭ３団体が発表した販

売統計調査によると、１２月の水産品売上高の全

店ベースは前年同月並みで１２１３億５４０８万

円だった。一部の魚種で入荷が不安定で、カニや

カキ、魚卵などは相場高が続いた。刺身類は好不

調が分かれ、気温が高めに推移し、鍋関連はタラ

やねり物の動きが鈍く苦戦した。チリメンなど珍

味類は軟調で、イクラ、スジコ、カズノコは高値

が続き不調が目立った。惣菜品の売上高は、既存

店ベースで２％増、全店ベースで３・１％増とな

り、１４０８億７００５万円。月前半の動きは良

かったが、年末にかけて需要が高まり、月間では

堅調に推移した。米飯類は弁当の動きが良く単価

アップも寄与した。統計は全国スーパーマーケッ

ト協会、日本スーパーマーケット協会、オール日

本スーパーマーケット協会の３団体が集計した。

１２月の調査対象企業数は２７０社、店舗数は８

４２２店だった。

【さかなの動き】上乾チリメン卸値４割下落

２２００円大阪本場サイズや品質変わり 1月23日みなと新

大阪市中央卸売市場本場（大阪本場）における１

月中旬の上乾チリメンの中心卸値は、前月同期に

比べ４割安のキロ２２００円。年明けから、魚体

サイズが大きくなったのに加え、品質も落ち、大

きく値下がりした。シラスの主な水揚げ産地は和

歌山、高知、大分で、入荷産地が兵庫、宮崎、大

分など。魚種は３～４センチのカタクチイワシで、

一部雑魚の混じりがある。体色は黒みを帯びた灰

色。同市場の仲卸の引き合いは弱い。品質に対し

て高値で、在庫も抱えている。スーパーは気温が

低いこともあり、販売に力を入れていない。「上

乾チリメンは刺身や釜揚げシラスと同様に、気温

が売れ行きを左右する。特に冬は鈍化する」と卸

担当者。一方、創作チリメンのメーカーの引き合

いは依然として強い。国内外の観光客のお土産品

や、ホテルと飲食店向けの創作チリメンの売れ行

きは順調のもよう。

今後の相場について、卸売会社担当者は保合いか弱含

みと見通しながらも、「漁が始まった高知の漁獲次第

だ」と話す。釜揚げシラスの中心相場は前月中旬比２

００～３００円安のキロ１２００～１０００円。品質

の劣る製品が多いようだ。

２６年恵方巻大幅値上がり 海鮮は抑制的で

「お買い得感」帝国データバンク 1月26日水経新聞

（株）帝国データバンクは２１日、２０２６年節分

シーズンに発売される「恵方巻」価格動向の調査・分

析結果を発表した。コメとノリの二大材料に加えてカ

ンピョウ、鶏卵も価格上昇が続く中、一般的な五目・

七目の恵方巻（田舎巻き、太巻き一本当たり）の平均

価格は１１７３円（税込み）で、１年前の１０５０円

に比べて１２３円の大幅な値上がりとなった。一方、

高級志向の品が多い海鮮恵方巻は、値上げ幅が過去４

シーズンでみると最小。両者の価格のトレンドは相反

する結果となった。調査対象は大手コンビニエンスス

トアや外食チェーン、スーパー、著名な日本料理店な

ど合計１０４社に上る。それによると、一般的な五

目・七目の恵方巻は大幅な値上がり。２年連続して前

年比１０％超の値上げとなり、金額ベースで比較可能

な２３年以降の４シーズンでは引き上げ幅が最大だっ

た。それに比べ海鮮恵方巻に限ると、平均１８７５円

は前年（１８７０円）から５円の上昇にとどまった。

一般的な恵方巻に比べると抑制された価格設定だった。

海鮮恵方巻を販売する８０社の値上げ幅をみると「据

え置き（値下げ）」の割合が２７・８％に上昇し、前

年（２５・６％）を２年ぶりに上回った。値上げ幅で

も「１００円未満」が３０・４％と最も多く、イクラ

をはじめエビ類やマグロ類などの水産品の価格上昇が

あった中でも、大幅な価格引き上げが目立った前年に

比べて値上げは小幅にとどまった。恵方巻と海鮮恵方

巻の平均価格差は一本当たり７０２円。海鮮恵方巻の

価格が大幅に高い状況に変わりはないものの、価格差

は１１８円縮小。相対的に海鮮恵方巻の「お買い得

感」が強まるシーズンとなったと分析。加えて、恵方

巻全体でも確かに大幅な値上がりとはなったが、「据

え置き（値下げ）」も３２・２％と約３分の１を占め、

「値上げ」と「価格維持」の判断が分かれる結果もみ

えた。前年の単価４００～７００円台だった恵方巻で

の大幅な値上げが、全体の平均価格を大きく押し上げ

た。


